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スピン分極
ESR ではスピン密度ρの絶対値しかわからないので、NMR や ENDOR/TRPILE で符号を決定
する。

NMRで, ∆H = − Na
γ e

γ N

gβH

4kT
, ESRで, Na = QNρ  (McConnell 式）, 要するに, ρ ∝ aN ∝ ∆H 。

なお、固体では、中性子線回折という方法もある。

Ph-C:-C6H4-C:-Ph


